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（４）使用実績のある駆除剤のデータシート 

          駆除剤の使用実績【2020（令和２）年度市町村実績】 

 製品名 製造会社 

1 コイレット サンケイ化学(株) 

2 ヤスデガード粉剤 サンケイ化学(株) 

3 ミリペーダ粒剤 サンケイ化学(株) 

4 ミリペーダ液剤 サンケイ化学(株) 

5 ノックダウンダスター 住化エンバイロメンタルサイエンス(株) 

6 クリーンショットＢ 住化エンバイロメンタルサイエンス(株) 

7 虫コロパー(微粒剤) 住化エンバイロメンタルサイエンス(株) 

8 シャットアウト SE 三井化学アグロ(株) 
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( 固体（粒状，粉状），液体の別） 

ヤンバルトサカヤスデ駆除剤データーシート
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( 固体（粒状，粉状），液体の別） 

ヤンバルトサカヤスデ駆除剤データーシート
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( 固体（粒状，粉状），液体の別） 

ヤンバルトサカヤスデ駆除剤データーシート
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( 固体（粒状，粉状），液体の別） 
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（５）文献 

①  奄美大島におけるヤンバルトサカヤスデの発生過程と防除薬剤の探索 

  ＜九病虫研会報 46 号 ｐ118-122 2000 年 を転載＞ 
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②  鹿児島県本土で異常発生したヤンバルトサカヤスデ 

＜鹿児島県 環境保健センター所報 第 1号 ｐ74-79 2000 年 を転載＞ 
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③  鹿児島県本土で異常発生したヤンバルトサカヤスデの生態 

＜鹿児島県 環境保健センター所報 第 2号 ｐ55-62 2001 年 を転載＞ 
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（６）Q&A  

ヤンバルトサカヤスデ Q＆A 

 

      １ ヤンバルトサカヤスデはどこから来たのか 

 

      ２ 名前の由来は 

 

     ３  在来種との違いは 

 

     ４ ムカデとの違いは 

 

     ５ 害があるのか 

 

     ６ 天敵はいるのか 

 

     ７ ニワトリはヤスデを食べるのか 

 

     ８ 脱皮はするのか 

 

    ９ どうやって広がっていくのか 

 

 １０ 拡散防止にはどのような対策が必要か 

 

 １１ なぜ根絶ができないのか 

 

 １２ 寒いところでも生息できるのか 

 

  １３ 他の県でも発生しているのか 

 

  １４ いつ頃大量発生（集団移動）するのか 

 

１５ リーフレットで，駆除対策の時期が違うのはなぜか 

     

１６ 針葉樹と広葉樹のどちらを好むのか 
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１ ヤンバルトサカヤスデはどこから来たのか 

 

台湾が原産の外来種である。１９８３（昭和５８）年に沖縄県へ侵入し，１９９１

（平成３）年に徳之島，翌年の１９９２（平成４）年に奄美大島，１９９９（平成１

１）年に知覧町（現南九州市）で生息が確認されている。 

２０２１（令和３）年現在，県内では，２８市町村で発生が確認されている（市町

村数で２８／４３≒６５％）。 

 

 

２ 名前の由来は 

 

ヤンバルトサカヤスデの発生が，１９８３（昭和５８）年に国内で初めて確認され

たのは沖縄県である。当時の沖縄県衛生公害研究所より，ヤスデ類の分類に詳しい，

東京都立高校の教諭に標本を送付し，トサカヤスデ属に属するヤンバルトサカヤス

デと命名された。分類上は，ヤスデ綱
こう

（倍脚綱）オビヤスデ目ヤケヤスデ科トサカヤ

スデ属の一種である。 

 

 

３ 在来種との違いは 

 

在来種のヤケヤスデに比べて，体が大きく，繁殖力は旺盛。 

 

【在来種のヤケヤスデとの比較】 

・体長：ヤケヤスデは，2cm 前後であるが，ヤンバルトサカヤスデは，2.5cm～

3.5cm 

・体幅：ヤケヤスデは，2mm 程度であるが，ヤンバルトサカヤスデは，4～5mm 

・体色：ヤケヤスデは，黒褐色であるがヤンバルトサカヤスデは，黄褐色～茶褐

色 

・発生：在来種のヤスデ類は，一過性で局所的な集団発生が確認されるが，ヤン

バルトサカヤスデは，継続的で広域に集団発生がみられる。 

 

 

４ ムカデとの違いは 

 

ヤスデ類もムカデ類も，節足動物の多足類に属し，ヤスデ類は，落ち葉や堆肥など

を餌にする腐植食性であるが，ムカデ類は，昆虫など小動物を捕食する肉食性であ

り，トビズムカデやアオズムカデが人間を咬む被害（激痛，腫れ）も発生している。 

また，ヤスデ類とムカデ類では，脚数も異なり，ヤスデ類は，各体節に２対（４本）

の脚を有するが，ムカデ類では，１対（２本）である。 
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５ 害があるのか 

 

ヤンバルトサカスデが，人や農作物を直接，加害することはないが，集団移動を行

う習性があり，移動時に敷地や家屋に侵入するため，不快害虫として分類される。

なお，間接的に発生した被害は以下が報告されている。 

 

 ★健康被害 

   ヤンバルトサカヤスデは，外部刺激（加圧，加熱等）で液状のシアン系物質を

放出する。 

個体ごとのシアン系物質の放出量は少ないが，高密度下では，大量のシアン

系物質が放出され健康を害した事例（眩暈・嘔吐・下痢等の症状）がある。 

また，集団発生・家屋への侵入により，精神的ストレス（ノイローゼ・不眠症

等）を受けた事例もあり，このため，本種は，衛生害虫の側面も併せ持っている

といえる。 

 

 ★農作物被害 

ヤンバルトサカヤスデは，腐植食性のため，農作物を直接，加害することは

ないが，農耕地への歩行侵入や堆肥潜伏個体の持ち込みにより，農耕地で繁殖

し出荷物（花木類）に潜伏した個体が拡散した事例がある。 

農耕地には，駆除剤を使用できないため，出荷制限や農家が排除作業に追わ

れる被害が発生する。在来のヤスデ類は，落ち葉などの分解者として有用生物

であるが，外来種のヤンバルトサカヤスデは，在来種への悪影響が懸念される

ことから排除が必要。  

 

６ 天敵はいるのか 

    

ヤンバルトサカヤスデの捕食性天敵は，数種が国内に生息するが，実用的に利用可 

能な天敵種は，発見されていない。 
 

      ★確認された在来天敵 

①サシガメ類（カメムシ） 

サシガメ類は，日本全域に分布し，ヤンバルトサカヤスデを捕食するが， 

生息密度が少なく天敵効果は低い。仮に，ヤンバルトサカヤスデの密度に匹 

敵するサシガメ類を増殖した場合，人間が刺される頻度も上昇し，天敵が衛 

生害虫になる状況が危惧される。 

②サソリモドキ 

サソリモドキは，奄美，熊毛地区・薩摩半島・大隅半島に分布し，ヤンバ 

ルトサカヤスデを頻繁に捕食するが，本種は大型（７～１０ｃｍ）で，ヤン 

バルトサカヤスデより更に不快性が強く，同時に，大量のシアン系物質を放 

出する。 

③寄生性センチュウ類 

       在来の天敵線虫（スタイナーネマ）は，未確認。台湾に分布する可能性は 

高いが，導入時に在来ヤスデ種への寄生が懸念される。 
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７ ニワトリはヤスデを食べるのか 

 

在来ヤスデの捕食は知られるが，ヤンバルトサカヤスデのニワトリによる捕食事

例はない。また，野鳥やトカゲ等の補食動物による捕食記録も見られない。 

 

 

８ 脱皮はするのか 

 

生涯で７回脱皮する。 

 

   ★齢期別期間 

   齢  期（日数） 脱皮    生 息 場 所 

(交尾) (交尾)  

←産卵  

地表 

卵   卵(８) 

土中 

← 孵化 

幼虫期 

１齢(３) 

←１回日 

２齢(17) 

←２回目 

３齢(16) 

←３回目 

４齢(21) 

←４回目 

５齢(76) 

←５回目 

６齢(34) 

地表 

←６回目 

亜成体  ７齢(125) 

←７回目 

成体  成体(175) 
 

          ＊日数は，沖縄県衛生環境研究所報より 
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９  どうやって広がっていくのか 

 

自己拡散と人為的な移動により分布が拡大。人為的拡散は，主に根付き植物（園

芸樹木，鉢物），堆肥，茶園の敷きわら，土壌，物流資材などによるが，これらに，

ヤンバルトサカヤスデの卵や幼虫，成虫が潜伏して拡散する。 
 

    ★ヤンバルトサカヤスデの自発的移動 

      平地ならびに傾斜地の下方に向かい１日に数百メ－トルを移動。 
    

     ★水系（川）を利用した移動 

二級河川の加治佐川を流れる流木等を介して，旧知覧町から旧頴娃町に侵入との

情報が報告されている。 

 

１０ 拡散防止にはどのような対策が必要か 

    
ヤンバルトサカヤスデの拡散は，人為的な要因による場合が多い。 

 

    【根付き植物，堆肥，敷きわら，土壌などに卵や幼虫，成虫が潜伏して拡散】 

これらの対策としては，発生地域の根付き植物を持ち出す際に，薬剤処理を行っ

ていただくよう，本編に記載するとともに，リーフレットや住民説明会などを通じ

て要請しているところである。 

 

１１ なぜ根絶ができないのか 

 

ヤンバルトサカヤスデが侵入し，一旦，定着すると，その増殖力が非常に強い

ことに加え，人為的移入が日常的に行われていることから，根絶はほとんど不可能

である。 

 

１２ 寒いところでも生息できるのか 

 

ヤンバルトサカヤスデは，台湾が原産であることからも，温暖な環境を好む生物

であると思われる。しかし，鹿児島県では，北部の出水市でも発生が確認され，更に

は，静岡県，神奈川県，埼玉県など，気温の低い地域でも繁殖が確認されている。 

 

★鹿児島県環境保健センターが，1999 年（平成 11 年）に，ヤンバルトサカヤスデの

低温に対する耐性試験を実施。県本土の個体群について低温条件下(5℃）で生育

を確認したところ，８日間生存率が 50％以上であることが確認され，県本土の 11

月の平均気温が 9．6℃であることから，県本土においても越冬は可能であると判

断された。 
 

★信州大学の藤山元教授が，低温耐性実験を行い，日本本土での分布可能な地域を

推定した。その論文によると，太平洋側は関東まで，日本海側は福井県まで平野

部を中心に生育可能としている。 
 

1999（平成 11）年に，ヤンバルトサカヤスデの
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１３ 他の県でも発生しているのか 

 

2021（令和 3）年時点で，ヤンバルトサカヤスデの生息が確認された地域は，埼玉

県，東京都（八丈島），神奈川県，静岡県，徳島県，高知県，宮崎県，沖縄県であり，

本県を含めて１都８県に分布する。 

 

 

１４ いつ頃大量発生（集団移動）するのか 

 

集団移動時期は，奄美地方では年２回あり，亜成体による集団移動が５月～６月

にかけて，成体による集団移動が１０月～１２月にかけて発生する。一方，本土で

は８月～１２月にかけて，亜成体，成体が混在した集団移動が発生。なお，いずれの

地域においても，成体による集団移動は，１０月～１１月がピークとなる。 

    

★なぜ集団移動するのか 

①亜成体の集団移動 

2021（令和３）年の早期移動は，亜成体期の多量降雨により地表が冠水すること

への逃避行動（放散移動）, 又は生育条件の異なる個体群の集団移動と思われる。 

 

②成体の集団移動 

 餌を求めての分散移動 

     ヤンバルトサカヤスデは，自己の糞が付着した餌(腐葉）を摂食しない習性があり， 

糞で汚染されない新鮮な腐葉を求めての移動が推測される。 

 

 

１５ リーフレットで，駆除対策の時期が違うのはなぜか 

 

ヤスデの各成育段階の発生時期が，本土の方が奄美に比べて２～３月遅れている

ためである。これは，環境保健センターで 2000（平成 12）年度に実施された調査結

果で，ヤンバルトサカヤスデ６齢幼体の出現時期が，奄美の１１月～６月頃に対し，

南薩地域では，１月～８月頃であったことによる。 

  

 

１６ 針葉樹と広葉樹のどちらを好むのか 

 

鹿児島県ヤンバルトサカヤスデ対策検討委員会の調査では，餌の落ち葉（腐葉）

は，樹種に関係なく摂食されることが判明した（針葉樹，広葉樹の何れの落ち葉も

摂食可能）。なお，落ち葉の堆積量は，一般的に広葉樹の方が多くヤンバルトサカヤ

スデの生息密度は，針葉樹林より広葉樹林が多い傾向にある。 
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（７）鹿児島県ヤンバルトサカヤスデ対策検討委員会設置規程 

 

（設置） 

第１条 鹿児島県で発生しているヤンバルトサカヤスデのまん延防止と駆除対策等を総合

的に推進するため，「鹿児島県ヤンバルトサカヤスデ対策検討委員会」（以下「委員会」と

いう。）を設置する。 
 

（検討事項） 

第２条 委員会は，次の各号に掲げる事項について検討を行う。 

  (1) ヤンバルトサカヤスデの生態研究及び発生状況 

  (2) ヤンバルトサカヤスデの駆除方法 

  (3) ヤンバルトサカヤスデのまん延防止対策 

  (4)  薬剤使用に係る河川，地下水の水質調査 
 

（組織） 

第３条 委員会は別表に掲げる者をもって組織する。 

 ２ 会長は鹿児島県環境保健センター所長を，副会長は鹿児島県農業開発総合センター生

産環境部長をもって充てる。 
 

（組織及び副会長の職務） 

第４条 会長は委員会の事務を総理する。 

 ２ 副会長は，会長を補佐し，会長に事故ある時はその職務を代理する。 
 

（会議） 

第５条 委員会の会議は，会長が召集する。 

 ２ 会長は，会議の議長となり，議事を整理する。 
 

（庶務） 

第６条 委員会の庶務は環境林務部廃棄物・リサイクル対策課において処理する。 
 

（雑則） 

第７条 この規程に定めるものを除くほか，委員会の運営に関し必要な事項は，会長が定め

る。 
 

（附則） この設置規程は平成 12 年 2 月 23 日から施行する。 

（附則） この設置規程は平成 12 年 4 月 1 日から施行する。 

（附則） この設置規程は平成 13 年 4 月 1 日から施行する。 

（附則） この設置規程は平成 16 年 4 月 1 日から施行する。 

（附則） この設置規程は平成 18 年 4 月 1 日から施行する。 

（附則） この設置規程は平成 18 年 7 月 28 日から施行する。 

（附則） この設置規程は平成 19 年 4 月 1 日から施行する。 

（附則） この設置規程は平成 19 年 10 月 15 日から施行する。 

（附則） この設置規程は平成 21 年 4 月 1 日から施行する。 

（附則） この設置規程は平成 21 年 10 月 9 日から施行する。 

（附則） この設置規程は平成 22 年 4 月 1 日から施行する。 

（附則） この設置規程は平成 23 年 4 月 1 日から施行する。 
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別表（第３条関係）                            （令和３年 11 月現在） 

所属 氏名 備考 

鹿児島大学農学部教授 津田 勝男   

県環境技術協会アドバイザー 竹村 薫   

県環境保健センター所長 西  宣行 会長 

県環境保健センター微生物部長 新川 奈緒美   

県農政部経営技術課長 武田 悟志   

県農政部農産園芸課長 大平 晃久   

県大島支庁総務企画部総務企画課長 八木 徹   

県病害虫防除所長兼 

農業開発総合センター生産環境部長 
山口 卓宏 副会長 

県農業開発総合センター大島支場長 尾松 直志   

県森林技術総合センター森林環境部長 片野田 逸朗   

県南薩地域振興局保健福祉環境部 

衛生・環境課長 
岩下 幸二   

県大島支庁保健福祉環境部衛生・環境室長 實成 隆志   

県大島支庁徳之島事務所 

保健衛生環境課長兼徳之島保健所長 

兼大島支庁保健福祉環境部医療技監兼名瀬保健

所長 

相星 壮吾   

県環境林務部廃棄物・リサイクル対策課長 中尾 洋一   

鹿児島市環境衛生課長 水口 賢治   

奄美市環境対策課長 大山 茂雄   

南九州市市民生活課長 今村 博文   

徳之島町住民生活課長 新田 良二   
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（８）鹿児島県ヤンバルトサカヤスデまん延防止対策庁内連絡会議設置要領 

 

（設置） 

第１条 ヤンバルトサカヤスデの異常発生については，県内では平成３年に初めて徳之島町

において確認され，その後奄美地域全域，屋久島南部地域，南薩地域（知覧町，頴娃町，

山川町）で生息が確認されていたが，今年度に新たに吉田町及び吹上町の一部地域におい

ても生息が確認され，今後も生息地域が拡大するおそれがあることから，緊急に必要な対

策を実施するため，鹿児島県ヤンバルトサカヤスデまん延防止対策庁内連絡会議（以下「庁

内連絡会議」という。）を設置する。 

 

（所掌事務） 

第２条 庁内連絡会議は，次に掲げる事項を所掌する。 

 (1) ヤンバルトサカヤスデの発生状況の確認及びまん延防止対策に関すること。 

 (2) 農業，林業及び土木など，関係団体への情報提供及びまん延防止対策の徹底等に関す

ること。 

 (3) その他ヤンバルトサカヤスデ対策に関すること。 

 

（組織） 

第３条 庁内連絡会議は，会長，副会長及び対策員をもって組織する。 

２ 会長は，環境林務部長をもって充てる。 

３ 副会長は，環境林務部次長（事務次長）をもって充てる。 

４ 対策員は，別表１に掲げる職にある者をもって充てる。 

５ 会長は，庁内連絡会議を代表し，庁内連絡会議の事務を総理する。 

６ 副会長は，会長を補佐し，会長に事故があるとき，又は会長が欠けたときは，その職務

を代理する。 

 

（会議） 

第４条 庁内連絡会議の会議（以下「会議」という。）は，必要に応じて会長が招集し，会

長が議長となる。 

２ 会長は，必要があると認められるときは，対策員以外のものを会議に出席させることが

できる。 

 

（事務局） 

第５条 庁内連絡会議の事務は，環境林務部廃棄物・リサイクル対策課において処理する。 

 

（その他） 

第６条 この要領に定めるもののほか，庁内連絡会議の運営に関し，必要な事項は，会長が

別に定める。 

 

附則 

 この要領は，平成１５年１１月２１日から施行する。 

附則 

 この要領は，平成１６年４月１日から施行する。 

ること。
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附則 

 この要領は，平成１８年４月１日から施行する。 

附則 

 この要領は，平成１９年４月１日から施行する。 

附則 

 この要領は，平成２１年４月１日から施行する。 

附則 

 この要領は，平成２２年４月１日から施行する。 

 

 

別表１ 

くらし保健福祉部 

 

  生活衛生課長   

  薬務課長 

 農政部 

 

 

 

  経営技術課長  

 農産園芸課 

  農地整備課長 

 農地保全課長 

 土木部 

 

  監理課長 

 技術管理室長 

 環境林務部 

 

 

 

 

 

  自然保護課長 

 環境保全課長 

  森づくり推進課長 

  かごしま材振興課長 

 森林経営課長 

  廃棄物・リサイクル対策課長 
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（９）県・市町村担当窓口 

 自治体名 担当課 電話番号 

00 鹿児島県 廃棄物・リサイクル対策課 ０９９－２８６－２５９４ 

01 鹿児島市 環境衛生課 ０９９－２１６－１３００ 

02 鹿屋市 生活環境課 ０９９４－３１－１１１５ 

03 枕崎市 市民生活課 ０９９３－７２－１１１１（内線３２７）

04 阿久根市 市民環境課 ０９９６－７３－１２１９ 

05 出水市 生活環境課 ０９９６－６３－２１１１ 

06 指宿市 環境対策課 ０９９３－２２－２１１１（内線２４３）

07 西之表市 市民生活課 ０９９７－２２－１１１１ 

08 日置市 市民生活課 ０９９－２４８－９４１４ 

09 霧島市 環境衛生課 ０９９５－６４－０９５０ 

10 南さつま市 市民環境課 ０９９３－７６－１５２１ 

11 奄美市 環境対策課 ０９９７－５２－１１１１ 

12 南九州市 市民生活課 ０９９３－５６－１１１１ 

13 姶良市 生活環境課 ０９９５－６６－３１８９ 

14 長島町 介護環境課 ０９９６－８６－１１５３ 

15 錦江町 田代支所住民生活課 ０９９４－２５－２５１１ 

16 中種子町 福祉環境課 ０９９７－２７－１１１１ 

17 屋久島町 生活環境課 ０９９７－４３－５９００（内線１３６）

18 大和村 住民税務課 ０９９７－５７－２１２７ 

19 宇検村 住民税務課 ０９９７－６７－２２１３ 

20 瀬戸内町 町民生活課 ０９９７－７２－１０６０ 

21 龍郷町 生活環境課 ０９９７－６９－４５２５ 

22 喜界町 町民税務課 ０９９７－６５－３６８７ 

23 徳之島町 住民生活課 ０９９７－８２－１１１１（内線１２１）

24 天城町 くらしと税務課 ０９９７－８５－５３３１ 

25 伊仙町 きゅらまち観光課 ０９９７－８６－３１１１ 

26 和泊町 町民支援課 ０９９７－８４－３５１６ 

27 知名町 保健福祉課 ０９９７－８４－３１５３ 

28 与論町 環境課 ０９９７－９７－４７１２ 
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